
【② PHRデータを活用したパーソナルフードレコメンドサービス（PHRを活用したオンライン栄養指導）】

７つくばヘルスケアデータ連携ユースケース創出調査業務【報告書概要版】

★新規先の獲得

・ クリニックへの栄養指導方法周知

・ 患者へのシステム設定サポート

★既存先の切替

・ 既存栄養指導患者をオンラインに

★栄養指導有効活用

・ 対象患者等の検討

【調査概要】
・ PHRを活用したオンライン栄養指導

・ 実際の栄養指導依頼方法にて実施

・ 診療報酬は未請求

【主な有効性と残存課題】

課題解決のポイント

主な有効性 主な残存課題

患
者

●食生活を改善できるきっか
けになり得る

●オンライン栄養指導の動機付け必要

●アプリケーション操作・入力方法が不安

●オンライン面談実施不安

医
師

●栄養指導アウトソーシング
の実現可能

●炎症性腸疾患に対する栄
養指導の有効活用可能

●医師への周知ができていない

●栄養指導開始時の実施方法等に不
明点があり依頼できない

栄
養
士
会

●PHRでの事前入力情報に
より栄養指導時間効率化

●オンラインの活用により、管
理栄養士が効率的・効果

的に関与可能

●Web特有のスケジュール調整が必要
（19時以降、土日実施等の要望）

●PHR、オンラインシステム操作が不安


